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コメント 

 本研究は、ペア型レセプターと病原体との共進化という独創
的な仮説に基づくものであり、宿主と病原体両側からの解析は
実現性が⾼い。ペア型レセプターが多型に富み⽣物種によって
異なることと、感染様式によって使⽤するレセプターが異なる
ことで免疫制御を⾏っているという点は、感染症の病因論とし
て興味深いものであり、⾃⼰免疫疾患やガンなどの病因仮説へ
の波及効果は⼤きいと考えられる。 

  
 
 


